
脳科学から見ると、学習や教育は

どのように定義できますか？

一般に、教育とは人間をより優れた状態にする営為、と考

えられていて、そこには一定の価値観が入ります。人文学と

しての教育学では、教育の価値を議論することは重要です。

しかし、サイエンスとして教育を考えた場合、一旦価値の視

点を外しておく必要があります。価値観が入り込んでしまう

と実証的な研究にならないからです。したがって、まず価値

観を取り除いた上で、生物学的に定義付けると、次のように

言えるでしょう。

学習とは、「脳が環境からの外部刺激に適応し、自ら情報

処理神経回路網を構築する過程」です。そして教育とは、「環

境からの刺激を制御・補完して学習を導き鼓舞する過程」と

いうことになります。

生まれた直後は最も神経回路網の構築が盛んな時期です。

赤ちゃんが初めて母親の顔を見る。ここから既に学習が始ま

っています。神経接続は遺伝子によって大雑把につくられま

すが、環境からの刺激（入力信号）を受けた接合部（シナプ

ス）だけが生き残り、成長します。母乳を飲む行為一つ取っ

ても、味覚・触覚・聴覚といった感覚を統合する過程と考え

られます。睡眠のリズムもこの時期に形成されるので、夜間

にとても強い光を浴びたりすると、一生睡眠障害に悩まされ

ることもあります。環境に対して脳が最適化するプロセスが

乳幼児期にあるわけで、この時期の学習の重要性が脳科学で

実証され始めました。

胎児期から死に至るまで、一生を通じてすべての学習と教

育の過程を包括的な視点で捉え直すのが脳科学のアプローチ

です。そこには多くの研究課題が生まれつつあります。

読み書きや計算などの基礎学力についてはもちろん、学習

意欲の根源、臨界期と感受性期（学習効果の高い年齢）、神

経回路網の構築における遺伝因子・環境因子、記憶のメカニ

ズム、損傷した脳の機能回復過程（リハビリテーション）、加

齢と能力維持（健やかな老い）などに関する研究のみならず、

創造性や寛容性といった心の問題についても脳科学は挑もう

としています。

基礎学力の前提として、学習意欲を

高めることは重要です。現在の脳科学は

「意欲」をどこまで解明していますか？

人間の脳の断面図を見ると、外側へ向かって進化してきた

ことが分かります。中心部の「脳幹」は爬虫類の脳と言われ、

呼吸や循環など生命を維持する機能を持っています。そのま

わりの「古い皮質」は哺乳類から大きくなった脳で、食欲や

性欲など根源的な生きる力を駆動するはたらきを持っていま

す。そして一番外側の「新しい皮質」は人間だけが極度に発

達した脳で、他の動物以上に環境に適合し、より良く生きる 27
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体に残された最後のフロンティア「脳」。

脳機能を安全に計測できる装置の進展によって、

近年、めざましい知見が得られつつある。

とりわけ期待されているのが、脳科学の教育への応用。

この分野の第一人者で、

国内外の様々な研究プログラムを推進する小泉英明先生に、

「脳科学と教育」の最前線についてうかがった。
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ために機能します。つまりは理性や知性に関係した脳で、動

物的な欲望にブレーキをかける役割もあります。

「学習意欲」や「志（こころざし）」というのは情動とも関

係が深いですが、動物的な欲望とも違うし、完全に理性が支

配する領域でもない。恐らく、古い皮質と新しい皮質の相互

作用から生まれるものですが、この仕組みはまだ十分に分か

っていません。一口に脳の研究といっても、局在する機能ご

とに研究分野が分かれていて、脳全体をシステムとして研究

している人は少ないからです。各部位の相互作用のような問

題は、全体を部分に分解して研究する従来の要素還元的な方

法ではなく、一つの系全体をシステムとして捉える統合的な

方法を導入しないと解明されません。この問題は全く新しい

重要な研究テーマです。

ただし、一番外側の新しい皮質に関係する「知育」偏重の

教育に問題があることは、すでに明らかです。知識や自己抑

制ばかり強くなっても、何かをしようという意欲が育まれな

ければ、人間性に問題が生じることになります。

脳の構造からも、進化の順番で学習するのが自然です。胎

児から乳幼児への成長は進化の再現であるとする説、つまり

「個体発生は系統発生を繰り返す」というのは一部に俗説だ

と言われてきましたが、最先端の分子生物学的な知見によれ

ば、再び意味のある仮説として浮上しています。学習も脳進

化に準じるのが自然だとすれば、初めに本能的なことが完成

し、欲求が芽生え、そのうち自己抑制を身に付け、知識を吸

収していくプロセスを大事にしなければいけません。

ところが最後の知識の点だけが外側から見えやすいので、

どうしても知育に偏りがちになります。古い皮質との連携を

きちんと育てる前に、新しい皮質にどんどん情報を入れてし

まうと、後で取り返しのつかないことになる恐れがある。早

期教育は決して間違いではありませんが、知育偏重にならな

いように注意すべきです。

情操教育の大切さが脳科学からも

実証されつつあるということですか？

そうですね。知性や理性だけが支配する領域でないところ

に、人間らしい情動の根源がありそうですから。例えば「憎

しみ」やその反対の「コンパッション（compassion）」とい

った情動も、新しい皮質と古い皮質の兼ね合いで生まれてい
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